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１．研究計画の概要 
物質開拓グループで創製された配列ナノ空
間物質について、強磁場磁化測定や多周波数
にわたる電子スピン共鳴(ESR)測定を通して、
磁気物性を調べ電子状態や磁気構造の知見
を得ることと超高圧力下で電子状態の変化
をもたらし、ナノ空間中の物質（クラスター
や超分子）と周りの環境が如何に関わり合い、
どのように作用しあっているのかを解明す
ることを目的とする。具体的には極限環境下
（超強磁場、超高圧）における配列ナノ空間
スピン系、電子系の応答を研究する。常圧下
の強磁場磁化測定、多周波 ESR 測定、高圧
下の強磁場磁化測定、そして超高圧下での磁
化、電気抵抗測定などを計画し、分担者のそ
れぞれの専門分野と専門分野を超えた協力
関係で実験を進めて行き、配列ナノ空間物質
の強磁場、高圧物性を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
ゼオライト中にアルカリイオンをロード

した試料での強磁場磁化測定及び多周波
ESR測定を行った。ゼオライト A中 Kクラ
スターの強磁場磁化は 1.3 Kで 25テスラあた
りから急激な増加が観測され、キュリー定数
から予想される最大磁化より大きな磁化が
観測されたが、これはこのゼオライトの Kク
ラスターの特異な電子状態を反映している
ものと考えられる。大きなスピン軌道相互作
用を考慮した解析により少なくとも定性的
な解釈を得ることはできた。 
ゼオライト LSX中にNaやKクラスターを
ロードした試料ではこれらの組成比でフェ
リ磁性転移する温度や磁化の振る舞いが異
なり、また、飽和磁化の大きさも大きく異な

ることがわかった。 
ゼオライトの一種であるソーダライト中

Na クラスターの反強磁性共鳴シグナルを観
測し、弱い容易面型異方性をもつハイゼンベ
ルグ型スピンの反強磁性共鳴で実験結果を
シミュレートできた。 

FeSe の低温・高圧力下の放射光 X 線回折
実験と電気抵抗測定により、Tcが圧力下で 2
元系超伝導体の中ではかなり高温に達して
再び降下することや、層状結晶構造の面間・
面内の圧縮の異方性と圧力誘起構造相転移
を見いだし、超伝導と結晶構造の関連につい
て議論した。また、FeSe0.25Te0.75の焼結体試料
では 50 T までの磁場中の電気抵抗測定から
上部臨界磁場を決定し、常磁性対破壊効果に
よるものとわかった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
多周波 ESR を用いたゼオライトの研究では
ソーダライト中 Naクラスターからの反強磁
性共鳴で論文発表もすでに二報されている
が、LSX中 NaKクラスターの強磁場磁化で
は実験データは出ているものの解釈が難し
く論文発表には至っていない。圧力下での物
性研究も３年目になってゼオライト、クラス
レート系での成果が出てきている。鉄系超伝
導体の研究ではすでに超強磁場電気抵抗測
定と圧力下電気抵抗測定の結果が二報論文
になっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
物質開拓グループとの連絡をさらに密にし
て研究を加速させる。３年目になって実験結



果がやっと出てきたものもあるのでそれら
に関して論文記載を急ぐ。ゼオライトやクラ
スレート以外の配列ナノ空間物質での実験
も視野に入れ、測定対象を広げる。ゼオライ
トにおいてパルス強磁場下での ESR測定結果
が出ていないので試料セッティングに工夫
をこらして何か成果を出したいと考えてい
る。 
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